
環境影響評価審査会 神鋼神戸製鉄所火力発電所部会（第 2回）部会審議概要 

 

１ 日時：平成 29 年 9 月 22 日（金）13:30～15:45 

２ 場所：生田文化会館 大ホール 

３ 議題：株式会社神戸製鋼神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画に係る環境影響評価準

備書の審査について 

４ 出席委員： 

  西村委員（部会長）、近藤委員、澤木委員、田中委員、中野委員、西田委員、花田委員 

５ 関係課等： 

  兵庫県環境影響評価室、自然環境課、水大気課、温暖化対策課、環境整備課、水エネル

ギー課、阪神北県民局環境課 

６ 配付資料： 

  資料１ 環境影響評価準備書の審査について（諮問） 

  資料２ 補足説明資料（水環境、動物・植物関係） 

  資料３ 補足説明資料（大気質関係） 

  資料４ 煙突からの白煙の視認状況について 

７ 事業者による説明概要 

 ① 温排水の影響評価に関して、シミュレーションモデルの違いによる予測結果の差や現

状と将来の影響面積の変化についての説明（関連資料：資料２の１～３） 

 ② 温排水の排出による生物への影響についての説明（関連資料：資料２の４，５） 

 ③ 大気質の項目に関する準備書の内容についての説明（関連資料：資料３） 

 ④ 景観、人と自然の触れ合いの場の項目に関する準備書の内容についての説明 

  （関連資料：４） 

８ 審議での主な意見（部会後概要説明内容） 

 上記７の①～④それぞれの説明に対する委員からの意見は、以下①～④のとおりであった。 

 ① 台風影響の大きい年など、年による特異性を確認するために、平成 28 年データだけ

ではなく、過去 10 年程度のデータを確認し、温排水影響の評価に資するべき。 

 ② 放水口近傍を除けば影響が報告された事例はないとのことだが、狭い海域である神戸

港内では『近傍』が大きな比率を占めることを考慮する必要がある。 

 ③・水銀に関する水俣条約が排出量を抑制することを目標としているなかで、排出ガス  

  量の多いこの事業においては排出濃度だけではなく排出量にも配慮すべき。 

   ・使用石炭の種類選定に関しては、内部コストだけではなく、外部コストを重要視し 

  ていくべき。 

 ④・フォトモンタージュによる予測評価では、人の視野角に近いとされる焦点距離 

  28mm レンズを用いたとなっているが、これでは対象物が若干遠くに見える。43mm  

  レンズくらいが人の視野角に近いと考えられる。 

   ・影響はあまりないと考えるものの、稜線を切るような予測結果が出ているものにつ 

  いては、神戸市の景観条例も勘案し、『稜線を切っている』ことを明確に記述すべき 

  ではないか。 



　資料１
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